
２ 研究の実際 ＞ (２) 活動プログラムの実際

カ 検証結果＜小学校＞

【検証の視点Ⅰ－Ａ：関心】

○「思った」「少し思った」と回答した児童の割合は、１回目が91.2％、２回目が77.4％、３回目が76.5

％でした。その理由として、「人それぞれ考え方が違うところがおもしろく、みんなのことを知ったら

もっと仲良くなれると思うから」という記述が多く見られました。一方、「あまり思わなかった」「思

わなかった」と回答した児童の割合は、１回目が8.8％、２回目が22.6％、３回目が23.5％でしたが、

その理由として、「同じグループの人について、もうすでに知っているから」「前からよく知っている

から」という記述が見られました。これらのことから、ほとんどの児童はグループでの活動を通して、

学級の友達に対する関心を高めることができたと考えられます。

【検証の視点Ⅰ－Ｂ：親近感】

図１ 児童の友達に対する関心の変化

図２ 児童の友達に対する親近感の変化
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○「思った」「少し思った」と回答した児童の割合は、１回目が94.1％、２回目が90.3％、３回目が91.2

％でした。その理由として、「前よりもたくさん話せるようになったから」「みんなで真剣に話し合う

ことができたから」という記述が多く見られました。一方、「あまり思わなかった」「思わなかった」

と回答した児童の割合は、１回目が5.9％、２回目が9.7％、３回目が8.8％でしたが、その理由として、

「もともと親しかったから」という記述が見られました。これらのことから、ほとんどの児童はグル

ープでの活動を通して、学級の友達に対する関心を高めることができたと考えられます。

【検証の視点Ⅰ－Ｃ：仲間意識】

○「思った」「少し思った」と回答した児童の割合は、１回目が91.2％、２回目74.2％、３回目が91.2％

でした。その理由として、「みんなで楽しく活動することができたから」「もっと仲良くなりたいと思

ったから」という記述が多く見られました。一方、「あまり思わなかった」「思わなかった」と回答し

た児童の割合は、１回目が8.8％、２回目が25.8％、３回目が8.8％でしたが、その理由として、「他の

人とも仲良くなりたいから」という記述が見られました。これらのことから、ほとんどの児童はグル

ープでの活動を通して、学級の友達に対する仲間意識を高めることができたと考えられます。

【検証の視点Ⅱ－Ａ：学級の雰囲気】 オ 検証内容と検証方法 について

図３ 児童の友達に対する仲間意識の変化

図４ 児童の学級の雰囲気に対する意識と行動の変化(全体)
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↑こちらをクリックすると、検証の視点を見ることが

できます。

http://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/h28/05_kyouikusoudan/documents/12_kenshou_shiten.pdf#page=2


○活動プログラムにおける授業実践の前後で、数値が2.0

ポイント下がりました（前頁図４）。学級の雰囲気にお

ける５つの質問項目を見ると、全ての項目で数値が下が

っていました。しかし、児童のワークシート等には、「相

手を大切に思う話し方をすれば、トラブルも少しは減る

と思う」「今度トラブルが起きたときに、学習したこと

が役立つと思う」という記述が多く見られました。この

ことから、数値が下がった理由として、児童がグループ

での活動を通して、これからの学級の雰囲気に対する期

待感を膨らませたり、学級での過ごし方に対する意識を

高めたりしたことにより、学級の今の状態を厳しく評価

したと考えられます。

【検証の視点Ⅱ－Ｂ：友達との関係】 オ 検証内容と検証方法 について

図６ 児童の友達との関係に対する意識と行動の変化(全体)
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図５ 児童の学級の雰囲気に対する

意識と行動の変化(項目別)
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↑こちらをクリックすると、検証の視点を見ることが

できます。
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○活動プログラムにおける授業実践の前後で、数値が1.1

ポイント下がりました（前頁図６）。友達との関係にお

ける５つの質問項目を見ると、３つの項目で数値が下

がっていました。一方、児童のワークシート等には、「も

し、誰かがけんかをしていたら、間に入ってやさしく

話を聴こうと思った」「もめている２人の間に入るのは

難しいけれど、トラブル解決のポイントを使ってトラ

ブルを解決しようと思った」という記述が多く見られ

ました。このことから、数値が下がった理由として、

児童がグループでの活動を通して、友達への配慮や言

葉の掛け方についての意識を高めたことにより、友達

との関係を厳しく評価したと考えられます。

図７ 児童の友達との関係に対する

意識と行動の変化(項目別)
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